
商業簿記

【第５回】
テーマ２

商品売買の会計処理①
三分法と売上原価対⽴法
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１．商品売買の⼀連の仕訳を書き出してみよう(P30〜35  ）

会計処理⽅法
⑴三分法の仕訳
設例２−１を参照

⑵売上原価対⽴法の仕訳
設例２−２を参照

借⽅ 貸⽅ 借⽅ 貸⽅

【期⾸】
①再振替仕訳

【期中仕訳】
②仕⼊れたとき
③販売したとき

【期末の決算整理
仕訳】

④売上原価算定

＜仕訳例の⾦額＞P30〜35
前期繰越商品30,000 仕⼊⾼100,000 売上⾼120,000（いずれも掛取引）
期末商品棚卸⾼50,000
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期⾸

仕訳の種類を確認しよう！
テキストP2〜6、P7・12〜14「設例０−１」参照
ご⾃⾝で調べて下記を埋めてみてください。

期中 期末

仕訳１
（ ）仕訳

仕訳２
（ ）仕訳 仕訳３

（ ）仕訳テキストP3 テキストP3

テキストP４

仕訳４
（ ）仕訳

テキストP６

【ワーク】



＜上記仕訳例の⾦額の集計する＞
T勘定（総勘定元帳）を使って「仕訳①〜③までの⾦額」を集計してみてください。

２．仕訳の⾦額を集計してみよう(P30〜35  ）

4

仕 ⼊ 売 上

繰越商品

売掛⾦買掛⾦
⑴三分法の仕訳を集計（設例２−１を参照）

決算整理「前」残高試算表（一部）
× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

繰 越 商 品

売 掛 金

買 掛 金

仕 入

売 上

３．決算整理に⼊る前に試算表を作成してみよう
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４．決算整理仕訳の⾦額を総勘定元帳に集計して、再度、試算表を作成してみよう
決算整理「後」残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

繰 越 商 品

売 掛 金

買 掛 金

仕 入

売 上

損益計算書

Ⅰ 売上高 （ ）

Ⅱ 売上原価

１．期首商品棚卸高 （ ）

２．当期商品仕入高 （ ）

差 引 （ ）

３．期末商品棚卸高 （ ） （ ）

売上総利益 （ ）

５．決算整理後試算表から財務諸表を作成してみよう（ここが簿記のゴール！）
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貸借対照表
Ⅰ流動資産 Ⅰ流動負債
商 品 （ ）

６．今度は「売上原価対⽴法」の⾦額を集計してみよう

商 品 売上原価 売 上 売掛⾦

買掛⾦

⑵売上原価対⽴法の仕訳を集計（設例２−２を参照）
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決算整理「前」残高試算表（一部）
× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

商 品

売 掛 金

買 掛 金

売 上 原 価

売 上

７．決算整理に⼊る前に試算表を作成してみよう

８．決算整理仕訳の⾦額を総勘定元帳に集計して、再度、試算表を作成してみよう
決算整理「後」残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

商 品

売 掛 金

買 掛 金

売 上 原 価

売 上
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９．決算整理後試算表から財務諸表を作成してみよう（ここが簿記のゴール！）
損益計算書

Ⅰ 売上高 （ ）

Ⅱ 売上原価

１．期首商品棚卸高 （ ）

２．当期商品仕入高 （ ）

差 引 （ ）

３．期末商品棚卸高 （ ） （ ）

売上総利益 （ ）

貸借対照表
Ⅰ流動資産 Ⅰ流動負債
商 品 （ ）
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話し合うテーマ
１．なぜ、三分法には決算整理仕訳が必要で、
売上原価対⽴法では不要なのか？

２．なぜ、三分法の「仕⼊」勘定は
「費⽤の勘定」なのか？

３．三分法の決算整理仕訳の意味はいった
い何なのか？

４．財務諸表には「仕⼊」とか「繰越商品」
とかも⽂字がないが、なぜなのか？


